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令
和
８
年
１
月
25
日
午
後
５
時
か
ら
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
で
約
90
名
の
参
加
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　

本
田
剛
事
務
局
長
の
司
会
、
折
笠
光
助
副
会
長

の
開
会
の
言
葉
で
ス
タ
ー
ト
し
、
春
山
秀
城
会
長

が
「
新
年
度
に
向
け
既
に
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。
事
務
局
が
２
年
で
交
代
す
る
方
式

を
採
用
し
、
連
絡
方
法
を
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ

ル
へ
の
変
更
等
、
限
り
あ
る
会
費
を
有
効
に
使
い

ま
す
。
今
日
の
会
の
趣
旨
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

有
意
義
な
交
流
の
場
に
な
る
事
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
」
等
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
御
来
賓
の
郡
山
市
長
の
椎
根
健
雄
様
が

「
今
年
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
県
立
美
術
館
の
大
ゴ
ッ
ホ

展
、
郡
山
市
美
術
館
の
大
浮
世
絵
展
等
々
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
皆
様
と
共
に
芸
術
を
広
げ
て
い
け
る

様
な
予
算
化
を
し
て
、
一
緒
に
活
動
し
て
行
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。」
等
と
ご
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

次
に
郡
山
市
議
会
議
長
近
内
利
男
様
か
ら
「
選
ば

れ
る
街
づ
く
り
推
進
課
が
４
月
か
ら
始
動
し
ま

す
。
本
市
の
特
性
を
生
か
せ
る
街
づ
く
り
、
そ
の

中
で
芸
術
文
化
も
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
春

交
流
会
と
言
う
こ
と
で
、
皆
様
と
意
見
を
交
換
さ

せ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
等
と
ご
挨
拶
戴
き

ま
し
た
。

　

祝
演
奏
に
入
り
箏
５
名
、
尺
八
１
名
の
生
田
流

箏
曲
安
つ
美
会
に
よ
る
宮
城
道
雄
作
曲
「
春
の
海
」

等
が
披
露
さ
れ
、
新
年
の
始
ま
り
に
相
応
し
い
清

ら
か
で
華
や
か
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

演
奏
後
郡
山
市
教
育
長
早
㟢
保
夫
様
の
ご
発
声

に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
交
流
会
に
入
り
ま
し
た
。

交
流
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
み
、
山
本

恭
子
副
会
長
の
中
締
め
の
言
葉
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

椎根健雄　郡山市長 早㟢保夫　郡山市教育長近内利男　郡山市議会議長

ご挨拶を頂いた
来賓の皆さん
（順不同）

郡山市文団連新春交流会
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令
和
７
年
度
第
69
回
郡
山
市
総
合
美
術

展
表
彰
式
は
11
月
22
日
け
ん
し
ん
郡
山
文

化
セ
ン
タ
ー
５
階
集
会
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

春
山
秀
城
会
長
が
「
入
賞
の
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
戴
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
吉

田
和
春
美
展
運
営
委
員
長
が
「
今
後
の
皆

様
の
御
活
躍
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
挨
拶
。

　

式
に
は
早
㟢
保
夫
郡
山
市
教
育
委
員
会

教
育
長
が
出
席
さ
れ
「
栄
え
あ
る
入
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
個
性

溢
れ
る
作
品
を
出
し
て
戴
き
文
化
芸
術
に

御
力
添
え
戴
き
ま
す
様
御
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
ご
挨
拶
戴
き
、
続
い
て
各
部
門

の
市
長
賞
受
賞
者
一
人
一
人
に
賞
を
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

令和７年度第69回郡山市総合美術展令和７年度第69回郡山市総合美術展
開幕式・表彰式と受賞者名開幕式・表彰式と受賞者名

　

第
77
回
郡
山
市
民
文
化
祭
主
催

行
事
の
「
こ
お
り
や
ま
邦
楽
の
祭

典
」
は
令
和
７
年
11
月
９
日
け
ん

し
ん
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
盛
況
で
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

【
第
一
部
】
◉
郡
山
宝
生
流
連
合

会
の
仕
舞
・
巻
絹
・
紅
葉
狩
を
７

名
で
厳
か
に
演
能
し
開
演
し
た
。

【
第
二
部
】
雰
囲
気
が
変
わ
り
◉

三
味
線
藤
本
流
秀
建
会
で
秋
田
船

方
節
・
村
祭
り
等
を
迫
力
あ
る
唄

声
と
三
味
線
の
音
色
で
演
奏
、
続

き
◉
堀
内
流
民
謡
一
藤
会
の
相
馬

木
挽
唄
・
外
山
節
の
尺
八
や
太
鼓

で
大
合
唱
。
次
い
で
、
◉
津
軽
三

味
線
三
絃
廣
光
会
は
津
軽
三
味
線

の
大
合
奏
の
迫
力
あ
る
音
色
が
会

場
全
体
に
響
き
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。【
第
三
部
】
は
三
曲
で
◉
生

田
流
箏
曲
安
つ
美
会
の
箏
と
尺
八

演
奏
箏
四
重
奏
、
舞
踏
曲
は
ワ
ル

ツ
の
リ
ズ
ム
が
楽
し
く
心
が
和
み

ま
し
た
。
◉
生
田
流
箏
曲
和
佳
奈

会
は
祇
園
の
舞
妓
さ
ん
を
美
し
く

奏
で
た
都
踊
り
の
曲
。
◉
郡
山
都

山
会
の
尺
八
で
朱
竹
三
番
叟
は
長

唄
・
義
太
夫
の
リ
ズ
ム
と
異
な
り

面
白
か
っ
た
。
◉
琴
古
流
尺
八
東

雲
会
は
新
曲
花
の
季
と
多
種
多
様

で
舞
台
に
集
中
し
ま
し
た
。【
第

四
部
】
舞
踊
は
◉
宗
家
藤
蔭
流
三

藤
会
が
鸛
（
こ
う
の
と
り
）
を
オ

ト
ギ
話
風
に
振
り
付
け
で
踊
っ

た
。
◉
岩
井
流
美
穂
会
は
お
一
人

で
寿
松
竹
梅
・
む
ら
さ
き
小
唄
二

曲
を
優
雅
に
舞
わ
れ
た
。
◉
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
舞
踊
育
成
振
興
会
は

将
来
を
期
待
す
る
子
供
達
に
よ
る

演
舞
藤
の
花
・
白
虎
隊
・
宮
沢
賢

治
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
の
三
曲
を
可
愛

く
楽
し
そ
う
に
踊
り
客
席
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
◉
藤
蔭
流

静
和
会
は
京
都
祇
園
の
中
心
地
丸

山
の
風
物
詩
、
京
の
四
季
の
趣
。

◉
藤
蔭
流
美
寿
代
会
は
祇
園
小

唄
・
湯
島
の
白
梅
・
槍
さ
び
の
小

唄
三
題
を
４
人
で
演
じ
た
。
◉
藤

蔭
流
玉
枝
会
と
◉
花
柳
流
美
ち
の

会
は
連
合
で
大
和
楽
ひ
と
も
じ
舞

踊
夢
・
城
・
舞
の
三
曲
を
18
名
が

華
麗
に
演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
最
後
は
◉
阿
波
踊
り
う
つ
く

し
ま
連
の
迫
力
あ
る
演
舞
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

今
年
も
皆
様
の
御
協
力
で
無
事

終
演
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
七
十
七
回
郡
山
市
民
文
化
祭
主
催
行
事

運営委員長
藤蔭　篤也

　
第
四
十
四
回
　「
こ
お
り
や
ま
邦
楽
の
祭
典
」

を
終
え
て
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大
賞
以
下
の
受
賞
者
に
は
春
山
秀
城
郡
山
市
民

文
化
祭
実
行
委
員
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

※
市
長
賞
か
ら
青
少
年
賞
ま
で
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
（
作
品
名
及
び
敬
称
は
略
）

【
市
長
賞
】
木
目
沢
義
一
（
日
本
画
）
栗
林
洋
子
（
洋

画
）
冨
山
好
枝
（
彫
刻
・
工
芸
）
千
田
詔
苑
（
書
）

熊
田
孝
一
（
写
真
）

【
大
賞
】
齋
藤
志
津
子
（
日
本
画
）
河
原
朝
子
（
洋

画
）
城
道
秀
壽
（
彫
刻
・
工
芸
）
鈴
木
蒼
心
（
書
）

千
葉
盛
敏
（
写
真
）

【
特
別
賞
】
影
山
ミ
サ
子
（
日
本
画
）
鈴
木
喜
雄
（
洋

画
）
鈴
木
嶺
菜
（
彫
刻
・
工
芸
）

【
美
術
賞
】
吉
田
哲
子
（
日
本
画
）
阿
部
健
次
・
内

藤
ゆ
う
・
佐
藤
草
翠
・
神
田
久
・
相
楽
澄
男
（
洋
画
）

南
部
雅
郷
（
書
）
佐
々
木
重
春
（
写
真
）

【
奨
励
賞
】
佐
藤
幸
雄
（
日
本
画
）
鈴
木
麗
乙
絆
・

日
下
則
夫
・
寺
山
瑞
穂
・
澤
宏
志
・
石
井
志
の
ぶ
・

大
西
尚
子
・
加
藤
洋
子
・
須
藤
文
子
・
内
島
元
子
・

鈴
木
七
重
・
別
府
寿
美
子
・
佐
藤
栄
子
・
只
野
謙

次
・
宗
形
陽
子
・
高
田
秀
夫
・
佐
藤
裕
・
大
野
信
一
・

遠
藤
秀
雄
（
洋
画
）
佐
藤
清
雅
（
書
）
渡
辺
和
久
・

佐
藤
幸
雄
・
金
子
辰
夫
・
加
藤
正
幸
（
写
真
）

【
青
少
年
賞
】
芳
賀
駿
・
林
な
な
み
（
洋
画
）
小
林

日
和
（
彫
刻
・
工
芸
）
橋
本
結
衣
・
青
木
咲
郷
（
書
）

新
井
誉
悠
・
白
石
澪
莉
（
写
真
）

◦
賞
御
協
賛
社
名
・
株
式
会
社
日
本
測
地
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
・
株
式
会
社
柏
屋
・
株
式
会
社
福
島
民

報
社
・
株
式
会
社
福
島
中
央
テ
レ
ビ
・
福
島
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
株
式
会
社
・
有
限
会
社
昭
文
堂
郡
山
店
・

マ
チ
エ
ー
ル
美
術
堂
・
陶
房
蜷
川
泰
心
窯
（
順
不
同
・

敬
称
略
）
御
協
賛
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第77回郡山市民文化祭
第69回総 合 美 術 展 市長賞受賞作品紙上展

写
真
／
市
長
賞

熊
田　

孝
一
『
愛
の
気
持
』

彫刻・工芸／市長賞
冨山　好枝『宇宙への憧れーⅡ』

書／市長賞
千田　詔苑
『秋日江居写懐』

洋画／市長賞
栗林　洋子『永遠の永遠の永遠の』

日本画／市長賞
木目沢　義一『女神の塔』
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令
和
７
年
第
77
回
郡
山
市
民
文
化
祭
主
催
行

事
「
こ
お
り
や
ま
洋
舞
の
祭
典
２
０
２
５
」
は

12
月
７
日
㈰
午
後
１
時
よ
り
、
け
ん
し
ん
郡
山

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
郡
山
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
春

山
秀
城
実
行
委
員
長
よ
り
挨
拶
が
有
り
、
開
会

い
た
し
ま
し
た
。「
こ
お
り
や
ま
洋
舞
の
祭
典
」

は
11
年
振
り
で
あ
り
、
出
演
者
も
180
名
に
の
ぼ

り
、
各
団
体
特
色
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
◉
フ
ラ
・
ホ
ニ
・
ケ
・
ア
ロ
ハ（
辻

フ
ラ
ス
ク
ー
ル
）
の
60
名
に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
を
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
披
露
し
幕

を
開
け
、
次
に
◉
横
山
恵
子
舞
踊
学
園
が
レ
ッ

ス
ン
作
品
よ
り
・
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
・
日
本
の

う
た
を
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
で
表
現
。
◉
ダ
ン
ス
ス

ク
エ
ア
・
ド
ゥ
は
国
際
ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
大

学
声
楽
科
学
生
と
と
も
に
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
作

品
を
披
露
し
、
最
後
は
◉
竹
内
ひ
と
み
バ
レ
エ

ス
ク
ー
ル
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
「
く
る
み
割

り
人
形
よ
り
」
で
締
め
く
く
り
、
盛
会
の
う
ち

に
無
事
幕
を
下
ろ
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
運
営
委
員
会
の
立
ち
上
げ
か
ら
４
ヶ

月
と
い
う
短
い
期
間
の
中
で
開
催
で
き
た
の

は
、
出
演
４
団
体
の
並
々
な
ら
ぬ
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
更
に
観
客
も
800

名
と
多
く
の
方
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
出

来
「
多
彩
な
舞
が
集
う
、

心
お
ど
る
ス
テ
ー
ジ
」

で
あ
っ
た
こ
と
は
実
に

喜
ば
し
い
公
演
と
な
り

ま
し
た
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

編

集

雑

記

『
一
年
を
振
り
返
り
』

　

文
団
連
の
総
会
に
始
ま
り
役
員
の
一

人
と
し
て
文
団
連
に
内
側
か
ら
関
わ
ら

せ
て
頂
だ
い
た
一
年
で
し
た
。

　

私
自
身
は
微
力
に
も
な
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
尽
力
に

よ
り
文
団
連
の
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
私
が
一
番
記
憶
に
残
っ

た
の
は
は
北
茨
城
方
面
へ
の
日
帰
り
研

修
旅
行
で
し
た
。

　

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
と
の
交
流

が
出
来
て
と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
も
次
回

は
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。

編
集
委
員
（
副
会
長　

長
尾
廣
光
）

事
務
局
だ
よ
り

　

７
月
27
日
の
開
幕
式
を
皮
切
り
に
、

第
77
回
郡
山
市
民
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
参
加
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
行
事
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
日

頃
取
り
組
ま
れ
て
い
る
文
化
活
動
の
成

果
を
存
分
に
発
表
さ
れ
、
文
化
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
市
民
文
化
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
と
し
て
、
中
央
公
民
館
の

担
当
の
皆
様
と
と
も
に
主
催
行
事
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
邦
楽
・

美
術
・
舞
踊
の
各
分
野
の
先
生
方
と
お

会
い
し
、
有
意
義
な
時
間
を
ご
一
緒
で

き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
に
開
催
す
る
第
78
回
郡

山
市
民
文
化
祭
に
お
い
て
も
、
多
く
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
本
市
の
文

化
活
動
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
盟
団
体
の
皆
様
に
は
、
日

頃
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
令
和
７

年
に
福
島
県
お
よ
び
郡
山
市
か
ら
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
、
本
市
の
文
化
振
興

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。

福
島
県
各
種
功
労
者
知
事
表
彰

　

音
楽
の
部

春　

山　

秀　

城　

氏

郡
山
市
特
別
表
彰

　

教
育
・
文
化
興
隆
の
功
労

菅　

野　

和　

子　

氏

郡
山
市
教
育
功
労
賞

鈴　

木　

蒼　

舟　

氏

郡
山
市
教
育
関
係
優
良
団
体

　

水
曜
会

代
表
者　

石　

井　

力　

夫　

氏

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
知
事
感
謝
状
受
賞

　

美
術
・
日
本
画吉　

田　

和　

春　

氏

福
島
県
文
化
振
興
財
団
顕
彰
者

　

総
合

國　

分　

重　

信　

氏

社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
文
化
活
動

（
郷
土
史
誌
）

大　

河　

峯　

夫　

氏

「
こ
お
り
や
ま
洋
舞
の
祭
典
２
０
２
５
」を
終
え
て

「
こ
お
り
や
ま
洋
舞
の
祭
典
２
０
２
５
」を
終
え
て

運
営
委
員
長
　
郡
　
真
由
美

tshon
テキストボックス
慶子




